
今
年
で
45
回
目
を
迎
え
る
平

成
26
年
度
新
冠
町
功
労
賞
・
善
行

賞
の
贈
呈
式
が
、
11
月
３
日
文
化

の
日
に
レ
・
コ
ー
ド
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

永
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
農
業
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
方
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
多
額
の

寄
付
に
よ
り
、
町
行
政
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
団
体
の

６
名
１
団
体
で
す
。

贈
呈
式
で
は
、
小
竹
町
長
の

式
辞
の
後
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

功
労
章
と
表
彰
盾
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
芳
住

革
二
議
長
の
祝
辞
、
新
冠
町
青
年

団
体
連
絡
会
議
長
浜
謙
太
郎
議

長
の
感
謝
の
意
を
込
め
た
お
祝

い
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
最
後
に
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
松
浦
宏
之

さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
閉
式
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

自
治
功
労
賞

小
山
田　

孝
義　

様
（
字
大
富
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大

　

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

奥
山　

喜
義　

様
（
字
大
狩
部
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大

　

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
村　

裕　

様
（
字
本
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大

　

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

豊
澤　

康
雄　

様
（
字
太
陽
）

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発
展

　

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

村
上　

博
之　

様
（
字
朝
日
）

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発
展

　

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

松
浦　

宏
之　

様
（
字
新
栄
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域
の
振
興
発
展
に
多
大

　

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
賞

株
式
会
社
北
海
道
日
高
牧
場　

様
（
字
太
陽
）

　

本
町
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

新
冠
町
功
労
賞
・
善
行
賞
贈
呈
式

　

11
月
11
日
、
新
冠
中
２
年
の
尾

形
優
衣
さ
ん
が
、
税
を
考
え
る
週

間
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、
札
幌
国

税
局
長
賞
を
受
賞
し
、
大
野
木
浦

河
税
務
署
長
か
ら
賞
状
を
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

尾
形
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
税
金
を
き
ち
ん
と
納

税
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

を
作
文
に
し
、
道
内
最
高
賞
と
な

る
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
ロ

ビ
ー
で
合
唱
団
Ｖ
Ｏ
Ｌ
の
定
期
演

奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
、
合
唱
・
独
唱
・
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
演
奏
な
ど
５
部
構
成
で

行
わ
れ
、
秋
に
ち
な
ん
だ
童
謡
や

唱
歌
の
ほ
か
に
、
今
年
人
気
を
博

し
た
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
主

題
歌
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
１
１
０
名
が
来
場

し
、
軽
や
か
で
美
し
い
合
唱
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
図
書
プ
ラ
ザ
が
主

催
す
る
秋
の
読
書
週
間
事
業
の
一

環
と
し
て
、
レ
・
コ
ー
ド
館
シ
ア

タ
ー
で
朗
読
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
約
70
名
の
来
場

者
の
内
、
約
半
数
は
、
初
め
て
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
音
色
を
聴
い
た
人
た
ち

で
、
参
加
者
は
、
元
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
田
村
英
一
氏
に
よ
る

朗
読
と
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
繊
細
な

音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
若
園
の
新
冠
こ
た
に
が
わ
学

園
に
あ
る
プ
ー
ル
を
活
用
し
「
人
の
駅 

カ

フ
ェ 

わ
か
ぞ
の
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
店
は
、
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
店
し
、

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
手
作
り
の
ケ
ー
キ
や
軽

食
な
ど
を
提
供
し
て
お
り
、
毎
週
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

同
学
園
の
黒
川
先
生
は
「
入
園
者
と
地
域

の
人
が
世
代
を
超
え
て
集
え
る
場
所
に
し
た

い
と
思
い
カ
フ
ェ

を
作
り
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
グ
ラ

ン
ド
で
も
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
子
ど
も

も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー

ド
の
湯
ロ
ビ
ー
で
、
全
道
各
地
で

ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る「
ト
ン-

ア
ッ

プ
・
モ
ー
タ
ー
ズ
」
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
が
開
か
れ
、
会
場
に
は
町
内
外

か
ら
約
２
７
０
名
が
駆
け
付
け
ま

し
た
。

　

大
歓
声
に
迎
え
ら
れ
た
メ
ン

バ
ー
は
、
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

３
曲
を
熱
唱
し
、
最
後
に
来
場
者

全
員
と
記
念
写
真
を
撮
り
、
ラ
イ

ブ
を
終
え
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
の
作
文

新
冠
中
尾
形
優
衣
さ
ん
道
内
最
高
賞

北
海
道
文
学
館
出
前
講
座

朗
読
と
音
楽
の
し
ら
べ

合
唱
団
Ｖ
Ｏ
Ｌ

一
年
ぶ
り
の
定
期
演
奏
会

人
の
駅 

カ
フ
ェ 

わ
か
ぞ
の

新
規
オ
ー
プ
ン

ト
ン-

ア
ッ
プ
・
モ
ー
タ
ー
ズ

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
開
催

その１
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